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1.  平成24年12月期第3四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第3四半期 205,734 5.8 5,306 30.9 5,741 40.4 2,559 623.0
23年12月期第3四半期 194,421 △2.6 4,055 △1.3 4,087 △1.2 354 △65.6

（注）包括利益 24年12月期第3四半期 3,090百万円 （―％） 23年12月期第3四半期 △488百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

24年12月期第3四半期 21.64 ―
23年12月期第3四半期 2.99 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期第3四半期 252,501 150,574 58.7 1,253.06
23年12月期 252,794 149,581 58.3 1,245.08
（参考） 自己資本   24年12月期第3四半期  148,212百万円 23年12月期  147,270百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
24年12月期 ― 7.50 ―
24年12月期（予想） 7.50 15.00

3. 平成24年12月期の連結業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 274,000 5.4 5,000 22.8 5,500 34.2 2,700 ― 22.83



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資
料】４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期3Q 128,742,463 株 23年12月期 128,742,463 株
② 期末自己株式数 24年12月期3Q 10,461,814 株 23年12月期 10,461,053 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期3Q 118,281,063 株 23年12月期3Q 118,282,318 株



   

   

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  4

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 ……………………………………………………………………………  4

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 …………………………………………………………  4

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………………………………………  4

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………………………………………  4

（４）追加情報 ……………………………………………………………………………………………………………  4

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  5

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………………  7

四半期連結損益計算書    

第３四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  7

四半期連結包括利益計算書    

第３四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  8

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  9

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  11

（５）セグメント情報等 …………………………………………………………………………………………………  11

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  11

コクヨ㈱（7984）平成24年12月期　第３四半期決算短信

1



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  

経営成績に関する定性的情報   

 当第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）におけるわが国経済は、昨年発生し

た東日本大震災の影響からは緩やかな持ち直しが見られたものの、欧州の金融不安や日中関係の動向等、先行き不

透明な状況が続いております。 

 このような状況のもと当社グループは、元来の強みであるバリューチェーンを、国内においては再度磨き直し、

海外においては各国事情に合わせて構築することで、国内・海外を両輪とする「アジア企業」として持続的成長を

図る方針のもと、さまざまな戦略を実行してまいりました。 

 こうした中、当社グループの業績は、売上高は前年同期比5.8％増の2,057億円となりました。当期の売上増の主

たる要因は、コクヨカムリンリミテッド（前連結会計年度は貸借対照表のみを連結）等４社を新規連結したこと

や、首都圏におけるオフィス家具販売及びオフィス通販カウネットが好調に伸長したことにあります。利益面で

は、海外先行投資や競争激化が影響したものの経費削減やコストダウンに努めた結果、営業利益は前年同期比

30.9％増の53億円となり、経常利益は前年同期比40.4％増の57億円となりました。特別利益として固定資産売却益

17億円を計上したこと等により、四半期純利益は前年同期比623.0％増の25億円となりました。 

  

セグメント別の状況 

    （単位：百万円）

※平成24年12月期より、「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の 

３セグメントにて開示しております。そのため平成23年12月期の実績値は新セグメントに置き換えております。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

        （単位：百万円） 

  
平成23年12月期 

第３四半期 

平成24年12月期 

第３四半期 
増減率（％） 

売上高 194,421 205,734 5.8 

営業利益 4,055 5,306 30.9 

経常利益 4,087 5,741 40.4 

四半期純利益 354 2,559 623.0 

  平成23年12月期 

第３四半期 

平成24年12月期 

第３四半期 
増減率（％） 

ステーショナリー 

関連事業 

売上高  65,691  69,522  5.8

営業利益  5,664  4,823  △14.9

ファニチャー 

関連事業 

売上高  77,302  79,295  2.6

営業利益  △198  881  －

通販・小売関連事業 
売上高  74,063  77,882  5.2

営業利益  1,235  1,701  37.7

調整額 
売上高  △22,634  △20,966  －

営業利益  △2,645  △2,099  －

合計 
売上高  194,421  205,734  5.8

営業利益  4,055  5,306  30.9
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（ステーショナリー関連事業） 

ステーショナリー関連事業におきましては、アジア№１ステーショナリーメーカーを目指し、国内外で収益の

拡大を図っております。 

国内市場におきましては、高付加価値商品の開発と既存商品の価値拡大に努め、人気のスマートフォン対応ノ

ート「キャミアップ」のメモタイプや限定カラー等を拡充し、販売拡大に努めました。 

海外市場におきましては、中国、インド、ベトナムで成長する内需を獲得するために、バリューチェーンの構

築を推進してまいりました。中国におきましては、何如文化用品（シンセン）有限公司の事業承継や上海工場が９

月から稼動したことより、中国市場のバリューチェーン構築及び事業の本格展開へ向けてスピードアップを図りま

した。ベトナムにおきましては、現地メーカーとの競争激化により、販売目標を下回りました。 

 このような状況のもと、売上高は前年同期比5.8％増の695億円（コクヨカムリンリミテッド等を新規連結したこ

とによる増収50億円を含む）となりましたが、海外先行投資や新興国での競争激化の影響により、営業利益は前年

同期比14.9％減の48億円となりました。 

  

（ファニチャー関連事業） 

ファニチャー関連事業におきましては、顧客企業の環境や状況によって異なるニーズに対応するためのバリュ

ーチェーンの再構築を図っております。 

国内市場に関しましては、首都圏市場におきまして、製販連携による積極的なソリューション提案を展開し、

第２四半期に続き第３四半期も前年を上回る業績で推移しました。 

海外市場に関しましては、中国におきまして、内陸部での代理店の開拓や大都市圏での直販の強化による販路

拡大、現地ニーズを汲み取った商品の開発を推進しました。 

このような状況のもと、売上高は前年同期比2.6％増の792億円となり、競争激化等が影響したものの経費削減

やコストダウンに努めた結果、営業利益は前年同期比10億円増の8億円となりました。 

  

（通販・小売関連事業） 

通販事業に関しましては、カウネットにおきまして、商品の特長やサイズが一目で分かる選びやすいカタログ

が前号に引続きお客様に支持を得たほか、オフィス用品一括購買システム「ウィズカウネット」が好調に推移いた

しました。 

小売（インテリア・生活雑貨の販売）事業に関しましては、中国における事業モデルの検証やファニチャー関

連事業とのシナジーを目的として、中国で１号店となるザ・コンランショップ上海（文定）店をオープンし、新規

市場の開拓を図りました。 

このような状況のもと、売上高は前年同期比5.2％増の778億円となり、増収による売上総利益の増加等により

営業利益は前年同期比37.7％増の17億円となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産に関する分析  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は2,525億円となり、前連結会計年度末に比べ２億円減少しました。流動

資産は1,212億円で、前連結会計年度末に比べ84億円増加しました。主な要因として、現金及び預金が23億円、有

価証券が97億円、それぞれ増加した一方、受取手形及び売掛金が57億円減少したためであります。固定資産は

1,312億円となり、前連結会計年度末に比べ87億円減少しました。主な要因として、有形固定資産は675億円と前連

結会計年度末に比べ32億円減少し、無形固定資産は101億円と前連結会計年度末に比べ７億円減少し、投資その他

の資産は535億円と前連結会計年度末に比べ47億円減少したためであります。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債は1,019億円となり、前連結会計年度末に比べ12億円減少しました。流動負

債は649億円となり、前連結会計年度末に比べ64億円減少しました。固定負債は369億円となり、前連結会計年度末

に比べ51億円増加しました。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は1,505億円となり、前連結会計年度末に比べ９億円増加しました。主な

要因として、利益剰余金が４億円、その他有価証券評価差額金が５億円、前連結会計年度末に比べそれぞれ増加し

たためであります。   
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②キャッシュ・フローの状況に関する分析  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は376億円であり、前連結会

計年度末に比べ114億円の資金増となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動により獲得した資金は110億円（前年同期比25億円の収入増）となりました。これは、主として税金等

調整前四半期純利益58億円、減価償却費49億円、賞与引当金の増加14億円、売上債権の減少57億円の資金収入、仕

入債務の減少34億円、法人税等の支払額15億円の資金支出等があったことによるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）   

 投資活動により獲得した資金は30億円（前年同期比93億円の収入増）となりました。これは、主として有形固定

資産の売却39億円、投資有価証券の売却55億円の資金収入、投資有価証券の取得21億円、設備投資39億円の資金支

出等があったことによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動により支出した資金は29億円（前年同期比43億円の支出増）となりました。これは、主として社債の発

行99億円の資金収入、社債の償還100億円、配当金の支払額18億円、リース債務の返済６億円の資金支出等があっ

たことによるものであります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年12月期の業績予想は平成24年７月26日に発表いたしました「平成24年12月期 第２四半期決算短信」

に記載の業績予想から変更はございません。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

 税金費用の算定については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財務

諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しておりま

す。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。   

    

（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,856 17,200

受取手形及び売掛金 52,717 46,964

有価証券 11,518 21,295

商品及び製品 23,839 24,379

仕掛品 1,056 1,557

原材料及び貯蔵品 2,520 3,223

その他 6,333 6,725

貸倒引当金 △102 △109

流動資産合計 112,739 121,237

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 21,994 20,548

土地 38,102 35,540

その他（純額） 10,769 11,497

有形固定資産合計 70,866 67,586

無形固定資産   

のれん 906 825

その他 9,998 9,329

無形固定資産合計 10,904 10,154

投資その他の資産   

投資有価証券 39,166 35,403

その他 19,979 18,984

貸倒引当金 △861 △864

投資その他の資産合計 58,283 53,523

固定資産合計 140,055 131,264

資産合計 252,794 252,501
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 41,442 38,131

短期借入金 7,029 7,033

1年内返済予定の長期借入金 193 5,053

1年内償還予定の社債 10,000 －

未払法人税等 832 2,037

賞与引当金 533 1,994

その他 11,419 10,748

流動負債合計 71,450 64,998

固定負債   

社債 － 10,000

新株予約権付社債 270 －

長期借入金 19,112 14,079

退職給付引当金 3,911 4,000

その他 8,468 8,848

固定負債合計 31,762 36,928

負債合計 103,213 101,926

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,847 15,847

資本剰余金 19,068 19,068

利益剰余金 128,289 128,774

自己株式 △14,333 △14,334

株主資本合計 148,871 149,355

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △276 278

繰延ヘッジ損益 △15 △2

為替換算調整勘定 △1,308 △1,418

その他の包括利益累計額合計 △1,600 △1,143

少数株主持分 2,310 2,362

純資産合計 149,581 150,574

負債純資産合計 252,794 252,501
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 194,421 205,734

売上原価 127,632 137,743

売上総利益 66,789 67,991

販売費及び一般管理費 62,733 62,684

営業利益 4,055 5,306

営業外収益   

受取利息 166 165

受取配当金 394 383

不動産賃貸料 955 1,160

持分法による投資利益 － 17

デリバティブ評価益 90 153

その他 451 621

営業外収益合計 2,058 2,501

営業外費用   

支払利息 402 480

不動産賃貸費用 257 397

持分法による投資損失 15 －

為替差損 522 143

その他 827 1,045

営業外費用合計 2,025 2,067

経常利益 4,087 5,741

特別利益   

固定資産売却益 976 1,739

投資有価証券売却益 － 281

特別利益合計 976 2,021

特別損失   

固定資産除却損 － 170

投資有価証券評価損 527 164

投資有価証券売却損 － 15

固定資産売却損 923 720

減損損失 143 657

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 70 －

災害による損失 329 －

貸倒引当金繰入額 66 －

子会社株式評価損 732 71

違約金損失 － 109

特別損失合計 2,794 1,907

税金等調整前四半期純利益 2,270 5,854

法人税等 1,786 3,231

少数株主損益調整前四半期純利益 483 2,622

少数株主利益 129 63

四半期純利益 354 2,559
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 483 2,622

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △420 555

繰延ヘッジ損益 △68 12

為替換算調整勘定 △482 △99

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0

その他の包括利益合計 △972 467

四半期包括利益 △488 3,090

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △617 3,017

少数株主に係る四半期包括利益 128 72
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,270 5,854

減価償却費 4,873 4,939

減損損失 143 657

のれん償却額 131 81

貸倒引当金の増減額（△は減少） △147 9

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,559 1,433

退職給付引当金の増減額（△は減少） 340 77

受取利息及び受取配当金 △561 △548

支払利息 402 480

持分法による投資損益（△は益） 15 △17

固定資産売却損益（△は益） △18 △1,012

固定資産除却損 113 266

投資有価証券売却損益（△は益） △130 △264

投資有価証券評価損益（△は益） 527 164

子会社株式評価損 732 71

デリバティブ評価損益（△は益） △90 △153

売上債権の増減額（△は増加） 8,527 5,786

たな卸資産の増減額（△は増加） △683 △1,187

仕入債務の増減額（△は減少） △8,497 △3,412

その他 525 △649

小計 10,035 12,576

利息及び配当金の受取額 582 548

利息の支払額 △497 △566

法人税等の支払額 △1,581 △1,506

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,539 11,051

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,275 △2,721

有形固定資産の売却による収入 1,979 3,982

無形固定資産の取得による支出 △3,274 △1,228

投資有価証券の取得による支出 △3,482 △2,141

投資有価証券の売却による収入 1,634 5,584

子会社株式の取得による支出 △380 △400

短期貸付金の増減額（△は増加） 154 58

長期貸付けによる支出 △493 △123

長期貸付金の回収による収入 481 354

その他 △657 △315

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,314 3,047
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 111 △0

長期借入れによる収入 3,919 －

長期借入金の返済による支出 △273 △173

社債の発行による収入 － 9,941

社債の償還による支出 － △10,000

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,801 △1,779

新株予約権付社債の買入消却による支出 － △266

少数株主への配当金の支払額 △36 △26

リース債務の返済による支出 △599 △679

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,319 △2,985

現金及び現金同等物に係る換算差額 △275 18

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,268 11,132

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 116 304

現金及び現金同等物の期首残高 25,458 26,182

現金及び現金同等物の四半期末残高 28,843 37,619
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該当事項なし   
   

［セグメント情報］ 

Ⅰ．前第３四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

(単位：百万円) 

 
（注）１ セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額△2,645百万円には、セグメント間取引消去及び全社

     費用が含まれている。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用等である。 

２ セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 
    

Ⅱ．当第３四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日）  

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

(単位：百万円) 

（注）１ セグメント利益の調整額△2,099百万円には、セグメント間取引消去及び全社費用が含まれている。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用等である。  

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 
  

２ 報告セグメントの変更等に関する事項 

 当社グループは、従来、「ステーショナリー関連事業」及び「ファニチャー関連事業」の２つを報告セグ

メントとしていたが、第１四半期連結会計期間より、「ステーショナリー関連事業」、「ファニチャー関連

事業」及び「通販・小売関連事業」の３つに報告セグメントを変更している。 

 これは、事業機軸経営の実践とバリューチェーン全体の強化を推進するために、従来の「商品別セグメン

ト」から、より事業の実態に即した「事業別セグメント」に変更したことによる。 

 また、上記に伴い、報告セグメントの事業をより適切に評価管理するために、第１四半期連結会計期間よ

り、従来各報告セグメントに配賦していた全社費用を配賦不能費として、「調整額」に含めて開示すること

としている。  

 なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示している。 
   

  該当事項なし 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  
  

報告セグメント 
調整額 
(注１) 

四半期連結 
損益計算書 
計上額(注２)

ステーショナリー
関連事業 

ファニチャー 
関連事業 

通販・小売 
関連事業 

計 

売上高       

外部顧客への売上高  53,501  75,102  65,816  194,421  ―  194,421

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 12,189  2,199  8,246  22,634  △22,634  ―

計  65,691  77,302  74,063  217,056  △22,634  194,421

セグメント利益又は 

セグメント損失(△)  
 5,664  △198  1,235  6,700  △2,645  4,055

  
  

報告セグメント 
調整額 
(注１) 

四半期連結 
損益計算書 
計上額(注２)

ステーショナリー
関連事業 

ファニチャー 
関連事業 

通販・小売 
関連事業 

計 

売上高       

外部顧客への売上高  56,930  77,352  71,451  205,734  ―  205,734

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 12,591  1,943  6,431  20,966  △20,966  ―

計  69,522  79,295  77,882  226,701  △20,966  205,734

セグメント利益  4,823  881  1,701  7,405  △2,099  5,306

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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